　備忘録:理Ⅲへの軌跡　
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 1.高校1年1月～高校3年の勉強法の具体的内容
1.1   心構え 
1.2   (1)基本戦略  (2)現代国語 (3)英語 
(4)数学(5)化学 (6)物理 (7)古典漢文 (8)社会(9)まとめ、スケジュール表  
  2.本人の浪人中勉強戦略
2.1  (1)基本戦略  (2)国語 (3)英語 
 (4)数学  (5)化学 (6)物理 (7)社会  
2.2　入試問題演習 
はじめに
　2013年3月10日東京大学合格発表で愚息が東京大学理科Ⅲ類に幸いにも合格して数ヶ月が経ちました。一浪したとは言え地方の無名な高校から理Ⅲに合格したのですから、皆様から賛辞の言葉と同時に？？どうして？？何故という疑惑感も頂きました。しかも、高校3年までは大手の学習塾や予備校には全く通っていませんでしたから。
　不思議なことに時が経つにつれて、周囲から奇跡的といわれたこの合格は必然的なものように思えてきました。そこで、この合格へ過程を忘れないうちに記録しておきたい気持ちから起稿しました。もちろん、父親兼勉強を直接指導した者から見た切り口で書いています。
  私は自分で学習塾を経営していますのでそれなりに英才教育論は持ってはいますが、少々変わっています。自分では遅咲き守破離教育論とでも呼んでいまして、詳しくは別冊(家庭でできる日本一簡単でお金のかからない英才教育法)をご参照ください。
　簡単に申し上げますと、小学校中学校で詰め込み型の英才教育を受けなくても、小学校時代に計算力と読書力のベースさえ作っていれば、高校から戦略をもって地道に勉強量を上げることで東大理Ⅰ位はいける、さらにコツを掴んで自分にあった自分の受験法を編み出せば東大や京大の医学部でも合格できるというものです。このやり方は現在の受験業界の主流である早期詰め込み先行逃げ切り型指導とはまったく反対に位置します。それでも成功できるのだと思います。
　一部少数の天与の才のある生徒を除けば、大多数の生徒は高校後期頃に数学の抽象力,論理力,洞察力等がしっかりついてくると経験的に感じています。この時期にしっかり勉強すれば大丈夫と思っています。(東大レベルの受験数学はこの素養が問われます。)
　私が塾業を始めたのは息子が3歳の頃でありますが、息子が8歳の頃には上記の遅咲き守破離教育論に達していました。息子の教育にはこれを適用いたしました。
　正確を期すように努力しましたが、思い出しながら書いていますので、時期や指導内容が正確でないことも少々あることもご了解下さい。
2013年9月　吉日
　　　　　　　      　後藤　浩一
１．高校1年の転機
ドラマはある日突然に始まるとも言いますが、愚息の受験ドラマもそんなものでした。
彼が高校1年の12月初めに、私に“東大行きたい。親父の持っている受験技術をすべて教えてくれ。絶対やるから。”と唐突に言い出してきました。
その頃は日曜の夜に家で家庭教師のように愚息に数学を教えていましたが、その最中でした。
こいつは何言っているのだと思いました。なぜなら、私の指示を無視して進学レベルの低い高校に入ったし、体育系部活の忙しさで日々の勉強時間も少ない。また、東大なんて10年に一人位、理Ⅲにおいては開校以来一人もいない高校だし、何をふざけたことを言っているのだと。
しかし、真剣に思いつめた様子だったので、こう諭しました。“ただ、一つの道があるとするなら、まずは部活を辞め勉強時間を日々長時間確保することと、学校の指導を主体にするのではなく私が作成する勉強計画を実施することで徐々に成績を上げて、まずは模試で高校の一番になり、高校2年の駿台全国模試で東京大学理ⅠC判定を出せれば道は開ける” と。
本気なのかもわからなかったのですが、私が日頃、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　
　部活を辞めることを提案したのは心苦しかったのですが仕方ないことと判断しました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊部活を止めて勉強に集中することが東大合格するための必須条件であると断腸の思いで判断しました。
　
2．本人の資質。
2.1小学校以前
普通に幼稚園に3年間通っただけで、英才教育と呼べるものはほとんどしていませんでした。
2.2 小学校時代
小学校時代は少年野球に没頭していました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、私の独自英才教育法で計算力と読解力は少々鍛えました。
　少年野球6年間の日々の練習で丈夫な体に鍛えてもらったこと、一つのことを地道に長く努力し継続する力を養わせてもらってこと、そして少々人から理不尽なことも含めきつくしかられても平気でいられるタフさを身につけさせてもらったことが、良かったのかなと思います。
　
2.3中学校時代　
中学校3年間も部活(卓球部)中心でした。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 中学校はその＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。本人の勉強は学校の指導に追従したものが主体であって、私が補足指導することはほとんどなかったです。
　
尚、小１から中３の間、本人が大手学習塾に行きたいといっても私が断固許可しませんでした。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊解法パターン丸暗記させられ、少しひねられるとまったく抵抗もせず解けない思考能力が劣ったパターンに陥って欲しくなかったからです。もちろん、基礎段階ではある程度の詰め込みは必要とは思いますが＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
2.4高校入試
　学校の通信簿は5段階評価で主要5教科国語英語数学理科社会は4と5が半々で副教科はほとんど3といったものでした。このように内申点が極めて優れていることもないので、大学進学実績では区域内公立で一番手の高校は内申点が足をひっぱってちょっと危ないかなと思いました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
二番手の高校であっても、学校の指導にプラスして自分の塾で鍛えれば九大は楽勝でいけると楽観していました。さらに、その高校のカリキュラムに沿って勉強してもらい有名進学校の生徒の使う問題集を使って私が補足指導し本人の勉強量があがれば、阪大や京大の理系や東大理Ⅰ位を合格できるレベルまで持っていけるだろうと思っていました。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、本人の意思で二番手の高校よりさらに進学実績がない三番手の高校に入学しました。私は本人が弱気を出して安全確実で三番手の高校を選んだのかと思っていました。あとで知ったのですが、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
ここで教育方針を変えました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊運がよければ九州大学理工系にいければいいかと設定を変えました。
　それでも、学校で理系5番以内には入らないと九州大学の理工系には確実に現役合格できそうにない進学実績なので、数学を鍛えようと家で家庭教師のように指導することにしました。しかし、部活の練習は予想以上にハードで、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊成績はずるずる下がっていき高校でも50番以下まで落ち込み、これはもうだめだとさじを投げる寸前でした。
　九州大学をあきらめて、高校3年夏での部活終了後、私が鍛えてなんとか長崎大学か熊本大学にすべりこませるか、または一浪して九州大学を狙わせるかなとさえ思い始めていました。
3．高校1年冬からのスタート
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊で、しばらくは様子をみていました。
そして、彼は年が明けてすぐに部に退部届けを出しました。部活＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、11時頃から1時間強(水曜以外の月、火、木、金、土、---水曜は自分が塾に泊り込みで勉強していたので除外)、数学,物理中心に先行予習をチャート式数学、1対1演習や体系物理問題集等で行いました。日曜は夜2～3時間位指導しました。
　数学は私の指導中心で進学校のペースに追いつけるように行いました。高校の化学の先生の授業解説は非常に優れていましたので化学は学校の授業を利用することにし、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊作戦です。英語、国語は計画書通りに学校とはまったく違う勉強を独自で自習中心で進めました。問題集は定番のもので答えと解説が充実しているのを選びました。但し、高3の二学期に化学がずれ込みそうなら、その前の夏休みに仕上げるために私が指導することになっていました。とりあえず、与えられた環境でいかに効率よく実力を上げるかに配慮しました。
　2月,3月と徐々に勉強量が増え、計画を順調にこなしていきました。校内の成績は段々上がってきて、定期テストではクラスで1,2番につけるようになりました。
4．高校2年
4.1 春
　勉強はほぼスケジュール通り進められました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊設置して、数式や図を一杯書いて教えるようにしました。数学,物理,化学などは、絵や図やグラフを大きく多量に書いて生徒にイメージ力をつけさせるのが私のやり方でこれを活かそうと思ったからです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊自塾指導を自宅で再現するためにもこのホワイトボードは役に立ちました。
　
　春先には、学校の内容を遥かに超えた内容まで教えられるようになってきましたので、高校でも10番位には入れる手ごたえはつかんでいました。
　そして、7月の全国高2模試(進研模試)で高校内の3番手にいきなり上がり、本人の自信になったのか勉強にさらに身が入ってきました。(このころファミコンを自分で処理して捨ててしまいました。)
　さらには、音楽を聴くのをやめるべきかと相談も受けました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊10代後半は音楽への感受性が最も高まる時期かなと思います。音楽を聞くことへの欲求を抑えるのはなかなか難しいのですが、日常は食後など30分位聞く時間を決めてあとは聞かないことにして、入試本番からさかのぼって半年位前から完全にシャットアウトするようにアドバイスしました。本人が＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
4.2 夏
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊燃え尽き症候群になって欲しくありませんでしたので、夏休み8月初旬に開催された東京大学のオープンキャンパスに半強制的に参加させました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊予想通り本人も感激したらしく、研究するなら東大だと思い込んでいるようでした。国の大学関連研究費予算の大半は東大関連へ投入されるから＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　また、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊「東大出身といっても光る人物は十人に一人位で、この一人はたしかに物凄く有能で惚れ惚れするぐらい頭がきれてその頭脳と行動力を持って社会を動かしていくが、残りの9人位は東大を出たというプライドばかりで創造的な仕事はできないし、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」と本人には言い聞かせました。もちろんこれは私の偏見でありまして、こういったことはあまり外では言いませんけれど、いろんな将来の話をしてあげる事＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
4.3 秋
　私の指導が数学物理化学に重点を置いていましたので、英語、国語はほとんど計画書の問題集参考書の自習でした。これでも結構時間がとられますので学校の宿題をまじめにやると計画が遂行できなくなります。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　しばらくして、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　そして、秋の駿台高2ハイレベル模試で、東大理Ⅰ志望でB判定を出すまでになっていました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊いい勝負はできるなと確信しました。あとは入試問題演習にどれくらい時間がかけられるかが鍵になると予想していました。
4.4 冬
　学校の先生に数学,物理,化学がいつまでに全体が終えるのか進捗予定を聞くように指示しました。学校の先生からの返事が相当遅れ、3月になって数学は高3の夏休み末、物理と化学は全部終了するのに高3の10月までずれこむことを覚悟してくれと言われたということでした。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
5. 高校3年
5.1 春
　予想どおり、高校の物理,化学,数学の授業の進捗状況がさらに遅くなり、この3教科ともに夏休みを超えて10月頃にしか全体を完結しないことが確実になりました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊東大レベルでは理想としては入試問題演習をできれば1年間、少なくとも半年は欲しいところです。
　また、数学の方も当初の計画よりは2,3ヶ月遅れていたこともあり、本人もあせっていて学校を＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。ともかく、ピッチをあげ、6月末まで数学の全分野の最後までをチャート式で説明し終了させ高校数学の解説を完了し、物理も最後の交流回路までの解説は完了しました。
　
5.2 夏
　夏休み中に数学については標準力養成(1対1の演習の解説)を終えました。これで9月から入試問題実践に入れるようになりました。物理も名門の森を本人の要求した箇所を中心に一通り解説しました。
　さらには化学の残った分野を基礎から解説し、標準問題まで仕上げました。9月以降は、東大レベル入試問題を演習することと並行して、各教科についてさらにレベルアップをはかれば、ぎりぎり理Ⅰに通れるか通れないかのレベルまで達せる見通がつきました。
5.3 秋
　遅ればせながら、数学,物理,化学が入試問題演習に本格的に突入できることになりました。もちろん、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　ここで、「東大いくやつは自分の受験道を作りあげてやっていくものだ。エベレストの登頂でも最後は一人でアタックするしかない。後は、東大レベルの入試問題を解きまくって自分で感じ取るしかない」と諭して、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　
　「日本の武道に守破離という言葉がある。まずは師匠に指導された方法を忠実に真似をする段階の「守」から始め、その後、師匠の方法を自分の状況に照合わせて自分に合ったより良いと思われる方法を見出す「破」を経て、最後に自分自身が造り出す「離」の段階へいく。「離」までいけば免許皆伝である。
　東大理Ⅲなら「離」までいく必要があるが、理Ⅰぐらいなら「破」をこえ「離」の要素が少しあれば必ず通るはずだ。お前は、今までは私のやり方を完璧に近いぐらい「守」り、それを自分の現状に合わせて「破」ってきた。あとは、「離」だ。ここから先は自分で入試問題をいっぱい解くなどして、自分の受験術を編み出していきなさい。」のようなことを伝えました。
　
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　
しかしながら、これはひとつの賭けです。下手したら浪人するかもしれないと頭によぎりました。
　それでも、受験は本人がやることだから自分で強気で切り開いていかないと大学入学後伸びない。やらされ続けて入試突破しても、受動的人間になってしまい大学で学問に励めないはずだ。そう自分に言い聞かせながら見守っていました。
　自分で切り開いてやると自覚が強まった様子で、そのうち週1の入試問題解説も実施しないようになりました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊プラスアルファして提供し続けました。
　秋の駿台東大模試でのD判定で不安になった私が東大入試問題演習を本格的に指導しようか申しいれましたが、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、本人に任せることにしました。
5.4 冬
　そして、受験。センター試験においては、全体で89%位を取れてまずまず、理Ⅰへ良い発進ができました。
　センター後、二次の勉強を死に物狂いでやっていました。しかし、結果的には東大理Ⅰに5点差で落ちました。原因としては数学,物理,化学で入試問題演習が足りなかったことがあげられます。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　また、後期も奇しくも同じ5点差で合格に至りませんでした。私は合格してもぎりぎりだろうと予想していましたし、本人の置かれた状況や環境からみればよく5点差までよくいったなぁと感心していました。もう1年間うまくレベルアップすれば理Ⅰはほぼ確実だと確信もしました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊向きにとらえていました。
6.　一浪時代
6.1 予備校
　当初は宅浪すると本人は主張していましたが、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。福岡駿台のトップクラスは刺激にもなるだろうし、通っていた高校と比べたら天と地ぐらいに差がある進学校の久留米大附設高校や長崎青雲高校出身の競争相手がいるし、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊分の切り口で講義してくれるので参考になると思いました。たぶん、京大の乗りなので強制的ではなく、「こんなアプローチもあるけどいかがですか」的な自由度があっておもしろいだろうし、私から習っていた者にとっては継続的で好都合だと自分勝手に思っていました。現役の時に駿台模試を頻繁に受けて良い結果も出してい＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　但し、講義というのは講師が講師自身の頭の中で汗水たらして入試問題を解いた結果で得た切り口を整理して伝授するもので、授業をしっかり受けるのは良いが並行して自分で汗水して問題演習を解く時間を多量にとらないと学んだことが生かされないと諭しました。
　勉強計画書は＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊チェック不要と反抗されました。こう言われて逆にほっとしました。理Ⅰに5点差ぐらいまでレベルを上げていたので下手な勉強計画をたてても勉強量でカバーできるとふんでいましたし、私の干渉を排して自分で計画を作りやっていくという態度に＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　
 ただし、1浪で決めて欲しかったので念には念を押して週1回3時間自塾にきてもらって入試問題演習解説をするようにしました。数学,物理,化学について、東大,京大,慶応医,東工大,東北大,阪大,名大などの過去の入試問題から難しめを選んで1年分丸ごとを1回分の宿題にしてやってきてもらって、その場で採点します。そして、できないところの説明をし、さらにはヒントだけ与えてその場で解き直させたり、補充プリントを配布したりしました。これを地道にセンター直前まで行ったわけです。センター後は週2回にして、本人希望の東大英語の指導まで行いました。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
6.2 精神修養
　精神的なケアとしては、「もう1年間大学受験勉強できるのだから、ステップアップして理Ⅲ狙うつもりで勉強してみたら。」と発破をかけました。また、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。1浪だが、お前にとってはこれが現役だ。クラスで今は下位かもしれないが、秋口には3番以内には入れるように頑張れ」と激励しました。ま＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
6.3 春～夏　
　順調に自宅から通いの予備校生活を送り、私の週1回の入試問題演習授業もこなしていきました。夏の駿台東大実践模試では理科の出来は良いが数学が足を引っ張って、理ⅢC判定で全体で130番台でした。理Ⅰを受けると思っていましたので、理ⅢC判定とはかなり実力は上がってきたなと感じました。ただ数学の出来が悪く本人に聞きますと、現役では理科で失敗したので、春～夏は理科を重点強化する計画であって、秋～冬に数学も追い込みをかけるので、心配無用ということでありました。
6.4 秋～冬　
　春～夏と同様に規則正しい予備校生活を送っていきました。秋の駿台東大実践模試では今度は数学は良かったのですが理科が不振で、理ⅢD判定で130番台でした。本人の話では、計画通り秋は数学に集中して結果は出たし、理科は前期(4月～9月)でやったことを再強化すれば大丈夫だということでありました。この時期になって本気で理Ⅲを受ける雰囲気をかもし出すようになっていました。
模試の理Ⅲ判定がC,Dであり、その上、何の準備もしなかったとはいえ防衛医科大一次試験を落ちてしまいました。これでは理Ⅲ受けるとしても、ちょっと難しいかなと思っていました。駿台の担任の先生からも二浪は覚悟するように言われているようでした。
　しかし、その反面、もしかしたら理Ⅲへの勝算は十分あるのかとも私は思うようになっていました。
　本人がいうように、夏の駿台東大実践模試では現役のとき大失敗した物理化学で点をとることを目標にして実際とれたし、秋の駿台東大実践模試では理科より数学の仕上がりを目標にして理科は悪かったですが数学は高得点をとれていて意図通りであったようです。本人は春,秋の模試の良かった方をとれば勝負はできると踏んでいたようでした。それも一理あると私も思いました。また、現役が伸びてくる秋で130番台を維持できたのはそれなりに評価できるとも思いました。
　さらに、私が指導していた入試問題演習授業で多量に実際の入試問題を解いてきましたし、本＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、本番での実践力は相当なレベルにあるはずだと確信していました。私が常日頃から、「予備校の模試と実際の入試問題は何かが違う。模＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊本番の入試は必ず満点がとれるような道が必ず用意されていて、その道への扉を開くセンスが重要である。世界が違うのだ。そのセンスをつけるために最後は実際の入試問題を多量に解くべきだ。」と本人に言っていましたので、影響されたのか本番で十分に勝算ありと本人は読んでいるようでした。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊可能性30%位かなと感じていましたので、Ⅰを受けるようには勧めました。
　
6.5 センター試験～二次試験
　センター1週間前までは二次の勉強ばかりしていましたが、地理が74点で失敗した以外はほぼ実力を発揮して、全体で約91％を獲得しました。ここで、本人の意思が固いのを＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊その代わり、私自身が悔いのないように、私の入試問題演習指導を週1回から週2回にして入試問題演習量を増やしました。さらには、本人から「理Ⅲに合格するには英語でも高得＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊先でしたので、週2回までしか時間がとれませんでした。
入試のため東京へ出発す＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊この1ヶ月で合格確率を30%から70%位まで上げただろうし、いい勝負はできるはずだと思っていました。しかし、受験最高峰の理Ⅲでのつわもの揃いの競争なので合格は50%位かなと読んでいました。
6.6 東京大学理科Ⅲ類受験
　そして、受験日1日目、国語,数学。インターネットで東大の入試問題を見て思わずにやりといたしました。本人にやってもらった入試問題の中から似たような問題が数学で4題＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊東工大でやった空間図形の体積問題に似ていました。残りも本人の実力からできそうな問題でありました。数学は予想外にできただろうと確信しました。
　2日目物理,化学,英語。物理の力学はやさしめで、波と電磁気が東＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊解く鍵がわかれば高得点はいける典型的な東大のひっかけ問題のオンパレードで、その練習は十分しましたので本人は鍵を見つけられただろうと予想しました。英語は文法問題や最後の小説問題が難しかったです。
　本人の性格からして試験で精神的に上がりはしないし、答案には採点者が読みやすいように数式を整理して、一文いれて、たとえ答えがでなくても書けるとこまで書くことができていた現役と同様に考えれば、正解は少なくても部分点を稼ぎまくって390点は楽に行けたかなと思いました。あとは、合格最低点が去年の388点からどう動くか＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊いう気持ちでした。
　そして、3月10日発表。やはり合格しました。(合格最低点は370台でした。）ほんと愚息は強運だなと思いましたし、最後まで貫いた本人の強気に称賛する気持ちも湧き出ました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、あきらめず地道に努力していればどこかの道でなんとかなるものだという感動をもらいました。
　その後、多くの方にお祝いの言葉を頂きました。進学実績では無名の地方の高校から、1浪はしたと言え理Ⅲへ合格したわけですから、皆様びっくりされていました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」とお礼を申し上げることに終始いたしました。
　実力あっても発揮できず敗れ去る生徒も多々ある中で、息子の場合は100%以上の力をだせたと思います。本当に何かの力が働いたかのような感じでした。
7. あとがき (まとめ、謝辞)
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊勝てば官軍のような感もありますが、現在、私見では以下の6点に合格要因がまとめられるのではないかと思っています。
1 勉強量を日々コンスタントに積み重ねる。
　高1冬の遅い勉強開始であるという自覚が本人にありましたので勉強量は半端ではなかったです。時には学校主催の模試は東大向きでないことから休んで家で勉強していましたし、夜遅くまでよく勉強していまし＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、塾とかで漠然と先生の話を聞くのではなく自分の頭で汗水流して勉強する時間です。土日もしっかりと1日中勉強していました。
　睡眠時間は＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
②大きい目標は志としてしっかりもち、目標をこまめに設定しクリアーしながら序々に上げていく。
　本人の場合進学校でないのでいきなり東大といっても頂点は遠いです。まず、足元から一歩ずつであります。今回の場合、まず標準的な模試で高校の理系で１番になる。次に、高校2年でハイレベルな駿台模試でC判定以上を出す。そして、高校3年の駿台東大模試でC判定を出＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ういった小さい目標をひとつひとつクリアーしていくにつれて、不思議なことに大きい目標へと加速度的に進みます。最初の一歩に一番時間がかかりますが、それをクリアーして成功体験を積み重ねていけば案外楽なのでしょう。
　
2 強気である。戦略的で強気である。
　回りからどんなに不利なことをいわれても、大丈夫、俺はこれだけ計画を練って全力で努力しているのだから絶対成功すると信じ込む強気が重要です。本人は高校時代、低レベル過ぎる宿題はやる時間がもったいないと学校に提＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　もちろん＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊勉強量もないのに、「おれは大丈夫」というのは能天気というものです。結構そういう生徒は多いのです。東大理Ⅲ、京大医学部、東京医科歯科大などに行きたいとか言って自塾に相談にくる生徒に、毎日何時間勉強しているとか聞くと、中には「先輩は部活も遊びもしっかりやって、最後に勉強しまくって通ったんだから、自分は今そんなにやっていなくても大丈夫だ。」と言う学生もいました。楽な方ばかり見ているのです。
「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　私は全盛期のラサ－ル高校（三大進学校と言えば、灘・開成・ラサ－ルと世間で言われていた時代）の時の生徒でありましたが、理Ⅲに現役でいった連中はすべてガリ勉でした。こういった勉強量のない強気だけの生徒は、理Ⅲを数年続けて受けて落ち続け多浪の末やっと現実に目をむけ、他＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
④入試問題を多量にこなす
　本番で似たような問題が一題でもでれば試験が優位に進められます。その問題を完璧に解くことで落ち着けるしリズムに乗れるからです。私自身も京大入試で古典が1週間前にやった問題と同じ文章が出て苦手の国語の出来がよくて気が楽になり、その後の数学,理科,英語と実力を発揮でき合格を確実にできました。指導した生徒でも周りから見て何故合格できたのかとミラクルを起こす場合はこのケースが多いのです。
　本人に課した多量の入試問題演習は実践力をあげるのが主眼でしたが、二次的にこの狙いがありました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、やらなければ運さえこないから意味はあると思います。今回の東大入試では、数学物理化学で半分程度は似たような問題を本人に課した入試問題演習授業でやっておりました。
⑤答案を採点者がその論理構成が見やすいように書く。
　入試本番と模試との違いは明確にあると思います。その一つが採点における部分点基準で、大学側は答案を綿密にみてその論理性や思考過程が見やすく書いてあれば、答えが途中の計算ミスで合っていなくても評価し多くの部分点を与えるようです。模試では答えがまず合っているかが主体の採点主義が多くまた商業的に解答採点作業にそんなに時間をかけれないのか、入＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊一つもあっていなかったのに、成績開示の結果をみると120点満点中65点はとれていました。これは非常に驚きで、やはり東＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
⑥守→破→離の過程がスムーズにいったこと
　自塾で指導してきた生徒の中にも、周りから見てよくこんな所によく合格できたなぁと奇跡的なことを起こす生徒がいます。進学実績の乏しい高校に在籍していても、進学校の底辺にいたけれども、一ツ橋大学、早稲田大学、九州大学医学部,---など合格を勝ち取っています。彼らに共通なのが、私が指導したことを踏まえ、自分で受験勉強法を試行錯誤して作り上げっていったことです。息子の場合も私の手助けが少々あったと言えほぼ自習中＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。大学受験で主体性を発揮できた方が大学や卒業後の社会人で生きてくるものは多いと少なからず思います。もし高3の秋に私が東大入試問題解説指導をしっかりやっていれば現役で理Ⅰは行けたでしょうが、本人の達成感は少なかったと思います。
さて、今＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊思ったものです。あとは本人の幸運を祈るだけです。
　今回の愚息の理Ⅲ合格は運だけでなくそれを呼び込むのに何があったのかをこの文章を書くことで整理できたような気がします。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊.
平成25年8月吉日　　　
　　　　　　　　　　　　                                後　藤　浩　一
参考資料 
1. 高校1年1月から高校3年の勉強具体的内容
　ここで、高校3年間の指導内容、本人の勉強計画とその完成度について具体的に記します。
但し、これは東京大学理Ⅰを現役で合格するための基本ガイドラインであることをご留意いただきたいです。理Ⅲは念頭にまったくおいていませんでした。
1.1 心構え
①完璧主義はやめる
　完璧にしあげないと次へ進まないという頑固はやめる方がよいです。80～90％前後解けるようになれば、次の章に進む勇気をもつことです。後で何回も繰り返して完成度を上げれば良いし、時間が少々たって再度学習するときすんなり理解できて完璧になることも多いのです。
　長い間の受験指導でわかった教訓の一つに、完璧主義の生徒は伸びないということがあります。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、逆にのんびりとして思考スピードが落ちることに気がついていません。
　その時はわからなくても、頭の片隅にとどめておいて次へ進む。時々、思い出して考え続けることです。そのうちひらめくことがあります。これを経験すれば一段階、受験脳力があがります。本人の場合は高校1年1月の遅いスタートでしたので、この点については口やかましく指導しました。
②基盤となる問題集参考書を絞ってそれらを3,4回復習して確固たるものにする
　私が設定した参考書問題集はすべて解説がしっかりしたもので、本人が自分でも効率よく復習できるものを選んでいます。何回も繰り返して知識を定着させるのに最適で、定評ある問題集を数回じっくりやって叩き込んだ方が、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　各教科に受験定番の参考書問題集があるので、これを3,4回復習して基盤を強固にすればよいのです。
　たとえば、数学においては青チャート(数研)の例題とページ下の演習問題を、余裕があれば巻末問題まで、数回繰り返して強固にします。学校のテストや模試で問題を解く上で、その場では解けなくてもこれはチャートのあそこにあった問題に似ていると気づけば、後でチャートを見て復習すればより基礎は強固になります。そうすれば、問題を解くときにベースがさらにしっかりしてくるので、標準的な入試問題に対応できる基盤はできます。難関大になるとこの基盤に入試問題演習を加えて万全にする方策をとります。
3 　腹八分作戦
　受験においても日常三度三度ご飯をゆっくり時間かけてたらふく食べているようでは、時間が食事時間だけでもロスされるし、胃腸が消化するのに追われて頭に血液が回らず、勉強に集中する実効時間が少なくなるのではないかと思います。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　本人には、1日3食で腹 8分目にし、消化の良い肉類を多くとるようにアドバイスしました。
　
1．2　基本戦略と具体的内容
1．2(1)基本戦略
　 シンプルに言えば受験とは基礎概念把握→基礎問題演習→標準問題演習→応用発展問題演習を何処まで習熟させて、いつ入試問題演習に入るかのタイミングにつきます。やるべき問題集、参考書は定番のもので結構です。奇をてらったものではなく長年受験を支えてきた、数研とか旺文社のもので十分であります。東大の場合は応用発展問題演習をしっかり終えてから、東大や京大や同等の入試問題を多量に解けば合格する可能性が格段と高まります。
　但し、先を急ぎすぎて基礎概念把握をおろそかにして公式の導入や証明を軽く流して問題演習につき進むのではなく、各定理の導入法をイメージ豊かに論理構築することが重要となります。東大入試問題の作問背景の一つにはこの論理性を問う場合が多いです。暗記だけでは東大のあの芸術的とも言える理系教科問題を解くことはできません。
　入試問題演習については、東京大学の過去問や類似した入試問題を出す大学の過去問を主体に、反対傾向の大学入試問題演習も混ぜながら正規の時間で解く練習も必要となります。入試は1,2時間の中でいかに自分の知力を発揮し答案を書くかのゲームの側面もあります。思考や手の動きのスピードアップも鍵を握るのです。予行演習を十分やらずして道は開けません。宮本武蔵ではないですが、最後は実戦を重ねることです。
　私の指導経験でも9月の予備校模試でD判定の生徒も、この入試問題演習をじっくり3ヶ月やることで点をとるコツをつかみ志望校に合格した生徒は多数出現しています。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　高校1年の冬から本格的勉強ということで＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊本人は東大過去問も上滑りに数年分をやったのに過ぎなかったです。
　尚、センター対策は東大理系の場合は社会を除けば二次試験に全教科あるので、東大対策の勉強をしていれば自然にセンターで高得点は取れます。最後の数ヶ月で微調整すればよいとの方針で、時々センター模試を受けて様子を見るだけにして、社会を除いて特にセンター用の勉強は高3の10月頃から始めても遅くはないです。
1．2（2）現代国語
　現代国語力、特に長文を読み趣旨を理解する力は他の教科にも波及してくるから重要です。論理の筋を読む訓練をすることは＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
①基本戦術Ⅰ
　論説文の場合、やり方は簡単です。ただこのシンプルさを根気よく続けられるかが重要となります。
　つまり、段落ごとに主張文を把握し主張を読み取って、段落ごとの役割またその段落が作者の言いたいことの例や根拠やまた反対意見への陳述なのか考え、全体の要約要旨をすばやく整理し論理の筋を読よむのです。この意識を常にもって問題演習をこなせばよいのです。
　世の中の＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊枝葉のところで遊んでいるようなものです。本筋は、全体の要約要旨をいつも考えて、多量の問題をやることです。そのうちに読むスピードが上がってきます。速読術などいらぬ、昔からのやり方で十分です。
　こつこつ問題を週２または３回やって、全体の要約、要旨を考えてから問題解いて、答え合わせして９０％納得すればよいのであります。日本語は論理的にあいまいな言葉でありますし、さらに読解ではどうしても主観がはいるので答案者の頭の中と一致しない場合もでてきます。だから、１００％解答と合わなくても気にせずどんどん解いていけば良いのです。そのうち、問題作問側の意図が読めるようになります。
　小説文の場合、まず登場人物を押え、その人物の発言、行動や叙事的なところから問題と照らし合わせてとく。多くの問題を解くことで慣れをつくるしかないです。
　
　本人には上記のことをしつこく言い聞かせて、以下の出口氏の本でそれを体感するようにと指導しました。結局、下記の本は全てこなしました。
システム現代文　水王舎　出口汪著　
解法公式集、センター対策編、私大対策編など
　東進ブックス:出口現代文レベル別問題集③～⑥
　
　その後、入試問題を多く解けば上がりです。
②基本戦術Ⅱ
　また、もうひとつ大切なのが教養です。私立、国立、センターの現代国語の問題はその題材の時代背景や著者の思考背景を知っていれば理解して読みやすいし、ある程度正解の察しがつきます。
　ですから＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　新日本文学史　文英堂
　　　新総合国語便覧　第一学習社
　ただ、教養をつけようと小説を読みすぎは落とし穴となります。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊その分教養はつきましたが、点には結びつかなかったです。
　教養をつけるのに上滑りですが、効率の良いやり方は全国大学入試問題正解(旺文社)を買って問題を読みその素養がないとわかった場合、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
③センタ－対策については、二次の問題を解く底力とセンタ－問題特有の解くスピード力・要領があれば、それほど対策はしなくても良いです。特に、東大は二次も国語が課せられるので、二次の入試問題をしっかり解ける実力をつけることが最優先となります。
　学校や予備校のセンター模試を3ヶ月に1回ぐらい受けて感触をつかんでおいて、10月頃から週1,2回、12月から週2,3回ぐらい過去問または模擬テスト実践演習をして正規時間で解くことで、時間配分や解く順番の感覚を身につければ十分です。
尚、分野別に気なるところがある場合はセンター分野別問題集を仕上げるべきですが、本人はここまではやっていませんでした。
1．2（3）英語
　受験英語は特殊で実用英語とはまったく違うことを念頭において以下のような方針で進めました。
　単語熟語の語彙力→文法力→構文把握→長文力の順にしっかり基盤を造る。英作やヒアリング力は構文把握力がしっかりついた後から並行していけばよいです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊なぜなら、東大英語の最後の文法問題と小説問題は難しい年度では受験英語を遥かに超えたネィテヴ並の英語力が必要になるからです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　
①単語熟語力、語彙力
　単語や熟語の語彙力をどうつけるか。これには王道はないです。市販単語集を覚えるか、日々出会う単語を自作単語帳に記してまとめて覚えるかの二つ方法があると思いますが、両方やるべきです。
　そして、受験単語集を実施するときは忘却曲線をうまく活用すればよいです＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　まず単語集を一冊仕上げたい場合、まずは始めから進める。これを１番隊とします。１番隊が半分に来たら、復習して進める2番隊を最初からやります。やる時間は均等ぐらいです。そして、1番隊が全体の3/4にきたら3番隊をはじめから発動させるのです。
1番隊だけで最初から最後までやってこれを何回も繰り返す方法もありますが、分厚い単語集の場合この１番隊２番隊3番隊作戦が有効です。
　本人には単語集として、単語王(オーメソッド出版）熟語集として試験にでる英熟語（青年出版）を地道に毎日30分位はかけて上記のような方法で丸暗記してもらいました。
　ただ、英単語の語源や派生語を覚えると効率はよいです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。 長文問題に不明単語が数個あると、受験場の緊張感であせってしまって日頃の力が出せないことが多いので、このセンスは受験では非常に役にたちます。「試験にでてくる英単語(青年出版社）」がこの場合、最も優れています。本人に、これを辞書がわりに使うか単語王を仕上げて余裕があればやるようにと指示しました。
②文法力
　文法力については中学校英文法力があればまず大丈です。本人の場合もこれがしっかりしていたのでまず、参考書として基礎からの総合英語(数研）、問題集として基礎；旺文社必修英文法問題精講、標準；旺文社基礎英文法問題精講を用意しました。　　　
　やり方はまず問題集の各章に対応して、はじめに参考書の章をざっと読む。そのあと、問題集を解く。解きながら、問題集の解説が弱い所を参考書でチェックする。アンダーラインを引くのも良い。わからないところはなくすことです。章が終わったら、また参考書の章をざっと通せば完璧です。この方法で上記の問題集を２，３回繰り返して基本を叩き込む。これを実行した後、余裕があったので標準、応用力養成として、桐原書店　頻出英文法語法問題1000をやってもらいました。
　その後は入試問題演習しかないのですが、上記の問題集を全部仕上げてもわからない問題もあります。しかし、センスは磨かれているのでなんとなく正解できるようになります。
③構文把握力
　受験英語の長文を読むには、難しい文法やイデイオムを用いた数行の長い文を意訳せずに構文どおりに訳す能力と構文把握力が必須です。これを鍛える前提条件としては、ある程度の①単語熟語力語彙力②文法力が必要不可欠となり、これらを軽めに仕上げた頃から構文把握力の演習に入ります。
　構文把握力の演習の定番は旺文社の基礎英文問題精講です。この本は、第1章で受験に必要な構文を解説し、第2章は段落毎に読む場合のノウハウを漏れなく説明しているし、第３章以下に豊富な練習問題もそろっています。やり方は、問題文をまず解説してある語彙を参考にしながら全て和訳してノートに書きます。そして、解答の訳と照らし合わせチェックしますまた、構文がわかりにくい文章は文の構造図を書いて理解します。本の解説にも構造図が書いてありますので参考にするとよいでしょう。この地道な作業を続けることです。それと、同時並行してこの本専用の単語熟語集ノートを作成することです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　構文把握力はこの本で十分です。この本をしっかり仕上げて、2,3回ざっと復習すればもう受験長文読解に入って良いです。本人はこれを隅から隅まで3回はやっていました。時々、解説をしました。
4 長文読解力
　これは、正直言って量をこなすしかないです。逆に言えば、長文を毎日読めば、①語彙力②文法力③構文把握力 がある程度しっかりしていれば、３ヶ月で国立二次レベル、もう３ヶ月で＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊旺文社大学入試問題詳解(英語国立各年度版)で解くのがよいでしょう。もちろん、単語帳をつけた方が良いです。さらに、余裕があれば、同上の大学入試問題詳解(英語私立各年度版)にトライするとよいでしょう。
　読む早さは上記の方法で自然とついてくるし、2．現代国語で述べた通り読む量がある程度達すると急に視界が開けるように読めるようになりますので、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊必要はないと思います。また、この読解鍛錬で鍛えておけば読む速度は早くしかも理解も早いので、センターでも時間が稼げて文法問題をじっくりやれるのでセンターでも高得点取れるようになります。
5 英作文力
　語彙力、文法力、読解力がついてからで十分間に合うのでそんなに慌てなくてもよいです。また、出版されている本の解答はネイティブやプロの書いた文章ですからあまり参考にならないです。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊易しい日本語の文章にしてから英作をするのがコツですだ。尚、大学によっては単語力がないといけないので多くの入試問題にあたり、専用の単語帳を作ることも重要です。
　問題集としては、
　　　Z会　英作文のトレーニング　入門編
　　　Z会　英作文のトレーニング　実践編
などで、地道トレーニングすると良いです。
　上記は一般的な道ですが、東大の英作はそんなに配点が高くなく字数も少ないのでそんなに時間を費やすこともないです。本人希望により英作文の宿題を出して添削をしていましたが、高度な問題は省きました。
6 ヒアリング力
　東大の場合は二次試験に強烈なヒアリングがあるのでセンター対策も兼ねて効率良くやらなくてはならないですが、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、いかに聞く量を継続的にふやすかです。毎日15分英語のテープを休み時間や通学時に流して聞く習慣をつけることです。毎日10分でもよい。そして、週3回は集中して30分位とってはわからないところは繰り返しながら時には英文をまるごと書いて自分の弱点を強化するのです。この方法でZ会の大学入試リスニングのトレーニング必修編、上級編を2，3回仕上げる。その後は、ひたすら東大2次予想問題、センター予想問題、その他市販されているヒアリングテープで鍛えることです。
⑦センター対策
　日頃、東大二次の入試問題をしっかり解ける力がつけばセンターで高得点を取れる力は自然とついくるので、特に対策はいりません。11月頃から週1回、12月から週2回位過去問または模擬テスト実践演習をして、正規時間で解く事で時間配分や解く順番の感覚を身につければ十分です。　
　
1．2（4）数学
　愚息の場合は、基礎概念把握→基礎問題演習の基盤となる問題集兼参考書として数件出版の青チャートを選びました。＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊私の授業では定理公式の論理の流れをしっかり解説し把握させた上で基本練習を行わせました。例題解説は重要例題を中心に行って、例題と下の練習問題を3,4回繰り返して解き頭に叩き込むことを確実に実行させました。そこでわからない点や問題を解説しました。
　基礎概念把握→基礎問題演習がチャートで80％完了した時点で、標準問題演習→応用発展問題演習の基盤となる問題集兼参考書として東京出版の1対１対応演習を章ごとに仕上げさせました。例題を解説して、自分で下の演習問題をやることで効率的に指導していきます。本人がやってわからない問題やポイントになる問題については、ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、3割位は本の解法と異なった私流の解法で説明しました。
　応用問題演習については、東京出版の新数学演習を用意していましたが、スケジュール的に間に合わなかったので一部を選んで解説して残りは本人に任せました。ただし、やり方が重要になるので以下のことを守らせました。
　とりあえず問題を30分かけて解く。できなかったら、次の日も別の角度から白紙の状態で15分程度考え解き直す。ひらめいて最後までいけそうなら30分位まで粘る。これを最低3日続ける。
　例えば、プ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　受験数学も同じで、日頃寝かして、例えばこの問題を数式的に解くとか、今度は図形やグラフ的に解くとか、ベクトルを使って解くとか、いろいろ試行錯誤して脳の回路を柔軟にする訓練も必要不可欠なのです。
　私は高校3年時ではすぐ答えを見て暗記しようとしていました。それで本番でまったくひらめかなかったです。浪人になって、5,6,7月と難関大学の実際の入試問題を1日1回、正規時間内で解き、解けなかった問題を最高1週間位は寝かせました。そうするうちに、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ると、不思議に模試でもひらめきまくるのです。手がかってに動く感じです。
　入試問題演習については、週3回正規の時間で各大学の入試問題を解くことが基本戦術である。また、志望校とレベル上の大学や総合的に全内容を出してくれる筑波、千葉大などを混ぜてやるのが良い。東大を受けるからといって、東大や京大ばかり解いていると易しい問題を早く解く練習がおろそかになるし、時に基本復習も必要であるので、3回に1回は千葉大などを混ぜることです。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊。
　後術しますように、スケジュール的に間に合わなかったので、本人の場合は高3の9月から入試問題演習となって、東大の数年分の過去問中心で他大学の入試問題を演習は不十分で幅を持たせられなかったです。現役では間に合わなかったと感じています。
　センター対策について、二次の問題を解く底力とセンター問題特有の解くスピード力があればほぼ満点は狙えます。この両者は日頃、二次の入試問題をしっかり正規時間で練習してきたら自然とついくるので、特に対策は要らないと考えていました。よって、高3の11月頃から週1,2回、12月から週3回過去問または模擬テスト実践演習をして、正規時間で解く事で時間配分や解く順番の感覚を身につければ十分であります。尚、分野別に気なるところがある場合はセンター分野別問題集を仕上げる場合もありますが、本人の場合はそこまでやっておりません。
1．2（5）化学
　参考書として解説が詳しい化学の新研究(三省堂)を選びました。ただ、写真がなく色彩にかけるので、補う意味で化学図説(第一学習社)も用意しました。
　本人の場合は、基礎問題演習では数件出版のトライアルと学校教材を、標準問題演習→応用発展問題演習として旺文社新＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　東大入試の化学の問題は文章が長く思考能力を問う場合が多いので、入試問題演習を数学と同様に京大、阪大、東工大、有機の分野の難しい＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊りましたが、これも数学と同様に間に合わなかったです。
　数学のように寝かす必要は東大では必要であります。また、答え合わせをしてできなかった問題は、もう一度関連した問題が上記の問題集にあることも多いので、これを見つけて参照してしっかり解き直すこと重要です。
　さらに、東大入試では計算問題が半端でないことが多く、やり方はわかっているし計算式まで出ているのだが、これを計算すると試験時間がなくなるなどあせることが多く発生します。日頃から電卓でなく手計算をしておくことと正規の時間で解く＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　
センター対策について、数学と同様に11月頃から本格的に予想問題集で演習すれば十分です。
1．2（6）物理
　まずは、参考書として解説が詳しいチャート式物理（数研）を用意しました。
　本人の場合は、基礎問題演習で学校教材を、標準問題演習で新体系物理(教学社）、応用発展問題演習として名門の森：物理(河合出版)を選びました。物理の場合は学校の授業解説より先行して教えたので、チャート式物理を読ませながら新体系物理で数学的に説明しました。名門の森物理は本人のわからない箇所を解説した後、2,3回自分で繰り返すように指示しました。できれ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊スケジュール的に難しかったので、名門の森の補強として交流回路などを中心に説明しました。
　東大入試では物理の根本を問う問題、思考能力を問う問題、典型的だが事象が複雑で計算がいやらしい問題など各種取り混ぜて出題されるので、入試問題演習を数学と同様に東大以外で京大、阪大、東工大など似たような問題傾向のある過去問演習を行えば完璧です。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊って、東大の過去問中心となりました。
　化学と同様に数学のように寝かす必要は東大では必要であす。また、センター対策は化学と同様です。
1．2 (7) 古典漢文
　東大入試では数学物理化学が戦いの山場となると踏んでいましたので、古典漢文にいかに時間をかけずに東大二次で半分以上点をとるかという目標を掲げました。そのため、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　高3で文法復習用として、古典文法演習ドリル、漢文句法演習ドリル(旺文社)を使って基盤を固め、後は問題量を上げさせました。
　問題集としては、基礎古文問題精講、漢文標準問題集(旺文社)、古文総演習、漢文総演習(桐原書店)を仕上げさせました。古文漢文は主語がない文章が続くので、推理小説を読む時のように自分で話の筋を作って読んで問題を解くことを意識することを徹底するようにアドバイスしました。
　最後は、全国大学入試正解国語（旺文社）を用意して、演習量をあげるよう指示しました。さじ加減は本人まかせです。
センター対策は現代国語と同じで、11月ごろからスタートさせました。
1．2（8）社会
　点が取りやすい日本史か政治経済をとるように指示しましたが、本人は地理をとることに固執ました。センター社会の中では地理で高得点をとるのは難しいのですが、地理好きの本人にまかせました。
1．2（9）まとめ、スケジュール表
　私が指示した本人の高校時代勉強法を述べてきましたが、80%以上は本人の意思による自習です。計画表は本人と話し合いながら、置かれている状況に応じて適宜改訂していきました。それに合わせて猛勉強していました。特に、英語、国語、社会は計画に基づきほぼ100%自習でした。自ら状況に合わせて上記の勉強法を改善していったようです。
参考までに計画表を以下、別紙にて添付したします。」資料 1：高校1年1月時の計画(2枚)
　　資料 2：高校2年4月時の修正計画(2枚)
　　資料 3：高校2年9月時の修正計画(2枚)
　　資料 4：高校2年12月時の修正計画(2枚)
2.本人の浪人中勉強計画
　合格後、本人が自ら計画し実行した内容を教えてもらいました。以下に簡単に記します。
2.1 (1)基本戦略
   高校3年まで使った教材の復習で基礎を再強化し、駿台予備校の授業を真面目に予習復習することでレベルアップを図り、籐塾(父親の塾)での入試問題演習で実践力をつける。春～夏は理科を重点的に強化し、秋～冬は数学を重点的に強化し、最後本番までに総合的に仕上げる。
2.1 (2)国語(古典、漢文も含む)
　高校でやった教材の復習と予備校授業予習復習で、後は特にしていない。高校時と同じやり方。センター対策は特に対策なし。
2.1 (3)英語
　予備校授業の予習復習に加えて以下のようにプラスした。
1 単語熟語力、語彙力
　　　単語王はやりつくしたので、速読英単語(上級編)、速読英熟語(Z会出版)、緑鉄会東大英単語英熟語をプラスして行った。
2 文法力 
3 構文把握力
4 長文読解力
②～④；現役時と同じことを行って、さらに、やっておきたい英語長文700、やっておきたい英語長文300(河合)を年間を通してやった。
5 　英作文力
　　　特にやっていない。
⑥　ヒアリング力
　　　キムタツの東大英語リスニング(アルク学参シリーズ）のシリーズを年間通してやった。
　　⑦　センター二次対策
　　　高校時と同じやり方。特に対策なし。
　
2．1（4）数学
　基礎固めとして、高校時仕上げた青チャートを重要問題中心に復習した。簡単な例題は目で解いた。
　レベルアップのために、高校時では時間がなく未完に終わった、新数学演習（東京出版）8月から直前まで、寝かせながらじっくりやった。
予備校授業の予習復習と籐塾での入試問題演習課題を正規時間でひとまず本番用の解答を書き、できなかった問題は寝かすという作業を行った。
　センター対策は直前の2週間前から軽く行った。
2．1（5）化学
　高校時仕上げた新化学演習を復習して基礎標準力固めを強化し、さらなるレベルアップのために新理系化学100選(駿台）を一通り行う。数学同様に予備校授業の予習復習と籐塾での入試問題演習課題を正規時間でひとまず本番用の解答を書き、できなかった問題は寝かすという作業を行った。
　センター対策は数学と同じ。
2．1（6）物理
　高校時仕上げた名門の物理(河合出版)を軽く復習して、さらなるレベルアップのために難問題の系統とその解き方(ニュートンプレス）を一通り行う。さらに、理論物理への指標（河合出版、上下)も一通り行う　同様に予備校授業の予習復習と籐塾での入試問題演習課題を正規時間でひとまず本番用の解答を書き、できなかった問題は寝かす作業を行った。
　センター対策は数学と同じ。
2.1 (7）社会
　高校でやった教材の復習と予備校授業予習復習で、後は特にしていない。センター対策は特に対策なし。
2.2 入試問題演習内容
    参考として、私が本人に課した入試問題を資料にまとめます。日時別と大学別にわけています。
　資料 5 入試問題演習(時系列）
　資料 6 入試問題演習(大学別）
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